
◎
エ
ネ
ル
ギ
ー
環
境
適
合
製
品
の
開
発
及
び

製
造
を
行
う
事
業
の
促
進
に
関
す
る
法
律

（
平
成
二
二
年
五
月
二
八
日
法
律
第
三
八
号
）

一
、
提
案
理
由（
平
成
二
二
年
四
月
一
六
日
・
衆
議
院
経
済
産
業
委

員
会

）

○
直
嶋
国
務
大
臣

エ
ネ
ル
ギ
ー
環
境
適
合
製
品
の
開
発
及
び
製
造
を
行

う
事
業
の
促
進
に
関
す
る
法
律
案
に
つ
き
ま
し
て
、
そ
の
提
案
理
由
及
び

要
旨
を
御
説
明
申
し
上
げ
ま
す
。

我
が
国
経
済
社
会
が
将
来
に
向
け
て
力
強
く
成
長
し
て
い
く
た
め
に

は
、
我
が
国
の
強
み
、
と
り
わ
け
、
我
が
国
が
す
ぐ
れ
た
技
術
を
誇
る
エ

ネ
ル
ギ
ー
・
環
境
分
野
に
お
い
て
新
た
な
市
場
を
開
拓
し
、
新
産
業
を
育

成
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。
既
に
、
太
陽
光
発
電
設
備
や
電
気
自
動

車
、
蓄
電
池
等
の
開
発
、
製
造
が
本
格
化
し
つ
つ
あ
り
、
経
済
成
長
と
雇

用
創
出
に
貢
献
す
る
も
の
と
し
て
大
き
く
期
待
を
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
一

方
で
、
こ
う
し
た
産
業
の
育
成
に
つ
い
て
は
、
各
国
が
さ
ま
ざ
ま
な
公
的

支
援
を
強
化
し
て
お
り
、
国
際
的
な
競
争
が
激
化
す
る
中
、
我
が
国
に
お

い
て
も
事
業
者
に
対
す
る
資
金
供
給
の
円
滑
化
な
ど
支
援
措
置
の
拡
充
が

必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
中
小
企
業
を
含
む
多
く
の
企
業
が
高
効
率
ボ
イ
ラ
ー
な
ど
エ
ネ

ル
ギ
ー
・
環
境
性
能
の
高
い
設
備
を
導
入
す
る
こ
と
は
、
こ
う
し
た
設
備

に
対
す
る
需
要
を
拡
大
す
る
と
と
も
に
、
導
入
し
た
企
業
の
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
化
や
こ
れ
を
通
じ
た
競
争
力
強
化
に
貢
献
し
ま
す
。
こ
の
た
め
、
資

金
力
に
乏
し
い
中
小
企
業
な
ど
で
あ
っ
て
も
、
初
期
投
資
費
用
を
抑
え
、

こ
う
し
た
設
備
を
導
入
で
き
る
よ
う
支
援
策
を
講
じ
、
そ
の
導
入
を
促
進

し
て
い
く
こ
と
が
必
要
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
う
し
た
状
況
を
克
服
し
て
、
我
が
国
経
済
社
会
の
低
炭
素
化
へ
の
革

新
を
図
り
、
昨
年
十
二
月
末
に
策
定
し
た
新
成
長
戦
略
（
基
本
方
針
）
を

早
期
に
具
体
化
し
て
い
く
た
め
、
本
法
律
案
を
提
出
し
た
次
第
で
あ
り
ま

す
。次

に
、
本
法
律
案
の
要
旨
を
御
説
明
申
し
上
げ
ま
す
。

第
一
に
、
太
陽
光
発
電
設
備
の
よ
う
に
非
化
石
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
利
用
す

る
製
品
や
電
気
自
動
車
の
よ
う
に
環
境
負
荷
の
低
い
製
品
な
ど
を
エ
ネ
ル

ギ
ー
環
境
適
合
製
品
と
位
置
づ
け
、
こ
れ
ら
の
開
発
、
製
造
を
行
う
事
業

者
に
対
し
、
株
式
会
社
日
本
政
策
金
融
公
庫
か
ら
民
間
金
融
機
関
を
通
じ

て
低
利
、
長
期
の
資
金
を
供
給
す
る
制
度
を
創
設
し
ま
す
。

第
二
に
、
中
小
企
業
を
含
む
多
く
の
企
業
に
お
い
て
高
効
率
ボ
イ
ラ
ー

な
ど
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
環
境
適
合
製
品
の
導
入
を
促
進
す
べ
く
、
こ
れ
ら
の

製
品
を
リ
ー
ス
に
よ
り
調
達
す
る
際
の
信
用
力
を
補
完
す
る
た
め
の
保
険

エ
ネ
ル
ギ
ー
環
境
適
合
製
品
の
開
発
及
び
製
造
を
行
う
事
業
の
促
進
に
関
す
る
法
律

一
一
七



制
度
を
創
設
し
ま
す
。

以
上
が
、
本
法
律
案
の
提
案
理
由
及
び
そ
の
要
旨
で
す
。

何
と
ぞ
、
御
審
議
の
上
、
速
や
か
に
御
賛
同
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

二
、
衆
議
院
経
済
産
業
委
員
長
報
告（
平
成
二
二
年
五
月
一
八
日
）

○
東
祥
三
君

た
だ
い
ま
議
題
と
な
り
ま
し
た
法
律
案
に
つ
き
ま
し
て
、

経
済
産
業
委
員
会
に
お
け
る
審
査
の
経
過
及
び
結
果
を
御
報
告
申
し
上
げ

ま
す
。

本
案
は
、
内
外
に
お
け
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
め
ぐ
る
経
済
的
、
社
会
的
環

境
の
変
化
に
伴
い
、
重
要
性
が
増
大
し
て
い
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
環
境
適
合
製

品
の
開
発
及
び
製
造
を
行
う
事
業
を
促
進
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま

す
。そ

の
主
な
内
容
は
、
当
該
事
業
の
実
施
に
当
た
り
、
株
式
会
社
日
本
政

策
金
融
公
庫
が
指
定
金
融
機
関
を
通
じ
て
行
う
金
融
支
援
並
び
に
リ
ー
ス

保
険
契
約
の
引
き
受
け
及
び
エ
ネ
ル
ギ
ー
環
境
適
合
製
品
に
関
す
る
情
報

の
提
供
等
の
業
務
を
行
う
需
要
開
拓
支
援
法
人
の
指
定
な
ど
の
措
置
を
講

じ
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

本
案
に
つ
き
ま
し
て
は
、
去
る
四
月
十
六
日
に
本
委
員
会
に
付
託
さ

れ
、
同
日
直
嶋
経
済
産
業
大
臣
か
ら
提
案
理
由
の
説
明
を
聴
取
し
た
後
、

質
疑
に
入
り
、
環
境
委
員
会
と
の
連
合
審
査
会
を
行
い
、
五
月
十
二
日
質

疑
終
局
の
後
、
討
論
を
行
い
、
採
決
の
結
果
、
賛
成
多
数
を
も
っ
て
原
案

の
と
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
議
決
い
た
し
ま
し
た
。

な
お
、
本
日
、
本
案
に
つ
い
て
の
発
言
が
あ
り
ま
し
た
こ
と
を
申
し
添

え
ま
す
。

以
上
、
御
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

三
、
参
議
院
経
済
産
業
委
員
長
報
告（
平
成
二
二
年
五
月
二
一
日
）

○
木
俣
佳
丈
君

た
だ
い
ま
議
題
と
な
り
ま
し
た
法
律
案
に
つ
き
ま
し

て
、
審
査
の
経
過
と
結
果
を
御
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

本
法
律
案
は
、
内
外
に
お
け
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
め
ぐ
る
経
済
的
、
社
会

的
環
境
の
変
化
に
伴
い
、
重
要
性
が
増
大
し
て
い
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
環
境
適

合
製
品
の
開
発
及
び
製
造
を
行
う
事
業
を
促
進
す
る
た
め
、
事
業
の
実
施

に
必
要
な
資
金
の
調
達
の
円
滑
化
及
び
エ
ネ
ル
ギ
ー
環
境
適
合
製
品
の
需

要
の
開
拓
を
図
る
た
め
の
措
置
を
講
じ
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

委
員
会
に
お
き
ま
し
て
は
、
新
経
済
成
長
戦
略
に
お
け
る
低
炭
素
関
連

産
業
の
位
置
付
け
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
環
境
適
合
製
品
の
開
発
、
製
造
に
係
る

特
定
事
業
の
具
体
的
判
断
基
準
、
新
た
に
創
設
さ
れ
る
リ
ー
ス
信
用
保
険

制
度
に
お
け
る
需
要
開
拓
支
援
法
人
に
対
す
る
政
府
の
監
督
の
在
り
方
等

に
つ
い
て
質
疑
が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
詳
細
は
会
議
録
に
よ
っ
て
御

承
知
願
い
ま
す
。

質
疑
を
終
了
し
、
採
決
の
結
果
、
本
法
律
案
は
全
会
一
致
を
も
っ
て
原

エ
ネ
ル
ギ
ー
環
境
適
合
製
品
の
開
発
及
び
製
造
を
行
う
事
業
の
促
進
に
関
す
る
法
律

一
一
八



案
ど
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

な
お
、
本
法
律
案
に
対
し
て
附
帯
決
議
を
行
い
ま
し
た
。

以
上
、
御
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

○
附
帯
決
議（
平
成
二
二
年
五
月
二
〇
日
）

政
府
は
、
本
法
施
行
に
当
た
り
、
次
の
諸
点
に
つ
い
て
適
切
な
措
置
を

講
ず
べ
き
で
あ
る
。

一

低
炭
素
関
連
産
業
は
今
後
の
我
が
国
の
経
済
成
長
に
と
っ
て
不
可
欠

な
分
野
で
あ
る
こ
と
に
か
ん
が
み
、
株
式
会
社
日
本
政
策
金
融
公
庫
に

よ
る
低
利
・
長
期
の
資
金
供
給
に
つ
い
て
は
、
民
間
の
積
極
的
な
投
資

を
誘
引
す
る
た
め
の
方
策
を
併
せ
て
講
じ
る
と
と
も
に
、
当
該
制
度
の

利
用
状
況
を
勘
案
し
つ
つ
、
今
後
も
追
加
的
な
予
算
措
置
を
検
討
す
る

こ
と
。

二

主
務
大
臣
が
定
め
る
基
本
方
針
に
お
い
て
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
環
境
適
合

製
品
の
開
発
・
製
造
に
係
る
特
定
事
業
を
認
定
す
る
た
め
の
明
確
な
基

準
を
定
め
る
と
と
も
に
、
特
定
事
業
計
画
の
認
定
に
当
た
っ
て
は
、
当

該
事
業
の
経
済
波
及
効
果
や
雇
用
創
出
効
果
が
国
内
に
お
い
て
十
分
に

発
揮
さ
れ
る
よ
う
配
慮
す
る
こ
と
。

三

中
小
企
業
に
お
け
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
環
境
適
合
製
品
の
積
極
的
な
リ
ー

ス
利
用
を
促
進
す
る
た
め
、
新
た
に
創
設
さ
れ
る
リ
ー
ス
保
険
制
度
の

周
知
徹
底
に
努
め
る
と
と
も
に
、
借
り
手
側
に
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
と
な

る
施
策
を
積
極
的
に
講
じ
る
こ
と
で
当
該
制
度
の
実
効
性
を
高
め
る
こ

と
。

四

リ
ー
ス
保
険
制
度
の
運
用
に
当
た
っ
て
は
、
需
要
開
拓
支
援
法
人
の

経
営
基
盤
の
安
定
が
エ
ネ
ル
ギ
ー
環
境
適
合
製
品
の
普
及
の
前
提
と
な

る
こ
と
に
か
ん
が
み
、
そ
の
財
政
状
況
に
十
分
注
視
す
る
と
と
も
に
、

新
た
な
天
下
り
先
機
関
と
の
批
判
を
受
け
な
い
よ
う
適
正
な
ガ
バ
ナ
ン

ス
の
確
立
・
維
持
に
努
め
る
こ
と
。

五

低
炭
素
社
会
の
実
現
は
、
地
球
環
境
の
保
全
の
み
な
ら
ず
我
が
国
経

済
の
発
展
に
も
資
す
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
低
炭
素
関
連
産
業
に
お
け
る

中
小
企
業
の
育
成
な
ど
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
環
境
適
合
製
品
の
開
発
・
製
造

を
促
進
す
る
た
め
の
さ
ら
な
る
施
策
を
検
討
す
る
こ
と
。

右
決
議
す
る
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
環
境
適
合
製
品
の
開
発
及
び
製
造
を
行
う
事
業
の
促
進
に
関
す
る
法
律

一
一
九


